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1. 平成31年3月期第2四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 7,196 3.9 35 21.3 79 3.8 86 47.7

30年3月期第2四半期 6,927 4.6 29 ― 76 ― 58 ―

（注）包括利益 31年3月期第2四半期　　193百万円 （216.0％） 30年3月期第2四半期　　61百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 58.80 ―

30年3月期第2四半期 39.82 ―

(注) 当社は、平成29年10月１日付けで普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮

定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第2四半期 9,717 2,845 29.3

30年3月期 9,328 2,696 28.9

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 2,845百万円 30年3月期 2,696百万円

(注) 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号平成30年２月16日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、30年３月期

につきましては、遡及適用後の数値を記載しております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― ― ― 30.00 30.00

31年3月期 ― ―

31年3月期（予想） ― 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,206 1.5 122 0.4 185 △13.6 160 8.0 109.19

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注) 詳細は、添付資料Ｐ.８「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会

計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 1,470,000 株 30年3月期 1,470,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 4,784 株 30年3月期 4,665 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 1,465,244 株 30年3月期2Q 1,465,418 株

（注）当社は、平成29年10月１日付けで普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われた
と仮定して、期中平均株式数を算定しております。

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料Ｐ２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善が続くなかで、個人消費の

持ち直しの動きも見られ、緩やかな回復基調が持続しております。しかしながら、相次いでいる自然災害の発生及

び通商問題が世界経済に与える影響により、依然として不透明な状況が続いております。当社グループはこのよう

な状況下におきまして、顧客ニーズに柔軟に対応するとともに、積極的な営業展開に努めてまいりました結果、総

取扱量は前年同期間比4.5％増加し、売上高は71億96百万円余(対前年同期間２億68百万円余増)となりました。損益

面につきましては、売上高は増加しましたが、外注費比率が上昇したことにより、営業総利益は前年同期間比1.8％

減少し４億74百万円余(対前年同期間８百万円余減)となりました。営業利益は、前年同期間比21.3％増加し35百万

円余(対前年同期間６百万円余増)、経常利益は前年同期間比3.8％増加し79百万円余、特別利益に受取補償金を45百

万円計上したことにより、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期間比47.7％増加し86百万円余(対前年同期

間27百万円余増)の計上となっております。

　

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①輸出部門

輸出部門におきましては、機械機器製品が増加したことにより、輸出部門の売上高は前年同期間比6.2％増加し16

億24百万円余、セグメント利益は前年同期間比20百万円余増の34百万円余の計上となりました。

②輸入部門

輸入部門におきましては、繊維製品は減少しましたが、雑貨が増加したことにより、輸入部門の売上高は前年同

期間比0.7％増加し28億８百万円余となりましたが、外注費比率の上昇等によりセグメント損失は34百万円余（前年

同期間はセグメント損失11百万円余）の計上となりました。

③国際部門

国際部門におきましては、メキシコ向け設備機械の輸出の取扱いが大きく落ち込み、中国、東南アジアからの繊

維関係の輸入も低調に推移しましたが、タイからの生活雑貨の輸入が順調に伸び、一部中国代理店からの大幅な輸

入貨物取扱い増加により、国際部門の売上高は前年同期間比6.5％増加し26億71百万円余、セグメント利益は７百万

円余(前年同期間はセグメント損失８百万円余)の計上となりました。

④その他

船内荷役、港湾関連及び倉庫業等の売上合計は前年同期間比25.3％減少し96百万円余となり、セグメント利益は

前年同期間比８百万円余減少し28百万円余の計上となりました。

　
（注） 上記のセグメントの営業収入には、セグメント間の内部営業収入４百万円余を含んでおります。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ３億88百万円余増加し、97億17百万円余とな

りました。流動資産は１億86百万円余増の35億36百万円余、固定資産は２億２百万円余増の61億80百万円余であり

ます。流動資産増加の主な要因は、現金及び預金の減少がありますが、立替金、受取手形及び売掛金の増加等によ

るものであります。固定資産増加の主な要因は、減価償却費の計上による有形・無形固定資産の減少がありますが、

投資有価証券、建物及び構築物、リース資産の増加等によるものであります。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ２億87百万円余増加し、39億27百万円余となりました。固定負債は、前連

結会計年度末に比べ、47百万円余減少し29億43百万円余となりました。流動負債増加の主な要因は、短期借入金、

支払手形及び営業未払金の増加等によるものであります。固定負債減少の主な要因は、長期借入金の減少等による

ものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ、１億49百万円余増加し、28億45百万円余となりました。これは、その他有

価証券評価差額金、利益剰余金の増加等によるものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、遡及適用後の数値で前連結会計年度との比較を行っております。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、平成30年５月14日公表の平成31年３月期通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 853,539 719,357

受取手形及び売掛金 1,672,522 1,799,186

立替金 724,108 916,483

その他 105,718 106,553

貸倒引当金 △5,394 △4,978

流動資産合計 3,350,494 3,536,602

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,328,259 1,360,938

機械装置及び運搬具（純額） 43,991 38,662

工具、器具及び備品（純額） 3,647 4,297

土地 1,781,656 1,781,656

リース資産（純額） 129,620 164,605

有形固定資産合計 3,287,176 3,350,161

無形固定資産

借地権 34,560 34,560

その他 114,541 91,033

無形固定資産合計 149,101 125,593

投資その他の資産

投資有価証券 1,268,462 1,431,774

差入保証金 813,057 804,232

その他 468,663 476,741

貸倒引当金 △8,239 △8,017

投資その他の資産合計 2,541,944 2,704,730

固定資産合計 5,978,222 6,180,485

資産合計 9,328,716 9,717,088
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 1,317,639 1,453,001

短期借入金 1,646,139 1,866,139

リース債務 38,139 48,851

未払法人税等 97,908 51,361

賞与引当金 209,710 222,600

その他 331,149 285,937

流動負債合計 3,640,686 3,927,891

固定負債

長期借入金 2,658,906 2,575,837

リース債務 119,969 145,275

長期未払金 27,713 10,232

繰延税金負債 76,112 123,356

役員退職慰労引当金 56,098 50,502

退職給付に係る負債 52,451 38,075

固定負債合計 2,991,252 2,943,278

負債合計 6,631,938 6,871,169

純資産の部

株主資本

資本金 735,000 735,000

資本剰余金 170,427 170,427

利益剰余金 1,481,076 1,523,248

自己株式 △9,958 △10,137

株主資本合計 2,376,545 2,418,537

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 274,056 375,627

退職給付に係る調整累計額 46,175 51,753

その他の包括利益累計額合計 320,232 427,380

純資産合計 2,696,778 2,845,918

負債純資産合計 9,328,716 9,717,088
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業収入 6,927,741 7,196,304

営業費用 6,444,409 6,721,451

営業総利益 483,332 474,853

一般管理費 453,668 438,883

営業利益 29,663 35,969

営業外収益

受取利息及び配当金 16,397 24,964

持分法による投資利益 31,518 16,064

その他 36,094 35,634

営業外収益合計 84,010 76,663

営業外費用

支払利息 36,137 32,824

その他 1,281 623

営業外費用合計 37,418 33,447

経常利益 76,255 79,185

特別利益

固定資産処分益 49 -

投資有価証券売却益 - 0

受取補償金 - 45,000

特別利益合計 49 45,000

特別損失

固定資産除売却損 0 455

特別損失合計 0 455

税金等調整前四半期純利益 76,305 123,730

法人税等 17,951 37,562

四半期純利益 58,354 86,168

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 58,354 86,168
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 58,354 86,168

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △12,092 101,570

退職給付に係る調整額 14,921 5,577

その他の包括利益合計 2,829 107,148

四半期包括利益 61,183 193,316

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 61,183 193,316

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 76,305 123,730

減価償却費 118,164 105,750

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △12,966 △6,338

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,176 △637

受取利息及び受取配当金 △16,397 △24,964

支払利息 36,137 32,824

持分法による投資損益（△は益） △31,518 △16,064

有形固定資産除売却損益（△は益） △49 455

その他の損益（△は益） △5,675 △3,185

賞与引当金の増減額（△は減少） 98,060 12,890

投資有価証券売却損益（△は益） - △0

営業債権の増減額（△は増加） △58,533 △126,442

その他の資産の増減額（△は増加） △16,288 △188,054

営業債務の増減額（△は減少） △6,809 135,362

その他の負債の増減額（△は減少） △41,776 △36,395

小計 137,474 8,930

利息及び配当金の受取額 16,397 24,969

利息の支払額 △29,715 △47,878

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △27,399 △81,267

営業活動によるキャッシュ・フロー 96,757 △95,245

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △11,209 △102,157

有形固定資産の売却による収入 50 -

無形固定資産の取得による支出 △30,579 △23,427

投資有価証券の取得による支出 △2,919 △1,929

投資有価証券の売却による収入 - 0

貸付金の回収による収入 3,600 3,600

その他の収入 43,857 24,501

その他の支出 △14,735 △14,475

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,934 △113,888

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 - △179

短期借入金の純増減額（△は減少） △60,000 220,000

長期借入金の返済による支出 △405,906 △83,069

長期借入れによる収入 600,000 -

配当金の支払額 △43,998 △43,996

その他の支出 △19,976 △17,802

財務活動によるキャッシュ・フロー 70,118 74,951

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 154,941 △134,181

現金及び現金同等物の期首残高 639,052 853,539

現金及び現金同等物の四半期末残高 793,994 719,357
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用の計算

税金費用につきましては、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。また、見積実効税率を使用できない場合は、税金等調整前四半期純利益に一時差異に該当しない重

要な差異を加減した上で、法定実効税率を乗じて計算しております。

　

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

輸出 輸入 国際

売上高

外部顧客への売上高 1,528,929 2,789,847 2,509,507 99,456 6,927,741 ― 6,927,741

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― 29,690 29,690 △29,690 ―

計 1,528,929 2,789,847 2,509,507 129,146 6,957,431 △29,690 6,927,741

セグメント利益又は損失(△) 13,510 △11,611 △8,591 36,356 29,663 ― 29,663

（注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、船内荷役、港湾関連、倉庫業及び

その他の事業を含んでおります。

２．調整額△29,690千円は、セグメント間取引消去額であります。

３．セグメント利益又は損失(△)の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

輸出 輸入 国際

売上高

外部顧客への売上高 1,624,292 2,808,302 2,671,634 92,074 7,196,304 ― 7,196,304

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― 4,423 4,423 △4,423 ―

計 1,624,292 2,808,302 2,671,634 96,497 7,200,727 △4,423 7,196,304

セグメント利益又は損失(△) 34,476 △34,450 7,718 28,225 35,969 ― 35,969

（注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、船内荷役、港湾関連、倉庫業及び

その他の事業を含んでおります。

２．調整額△4,423千円は、セグメント間取引消去額であります。

３．セグメント利益又は損失(△)の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。
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